
2025年度 事業報告書
2024年 10月 1日 から2025年 9月 30日まで

特定非営利活動法人 日本免疫学会

事業実施の方針

本法人の当年度の事業は、昨年度に引き続き、「きぼう」プロジェクト(免疫学博士課程学生支援)に代表される若手

育成事業を推進し、本法人及び日本の免疫学の将来を担う人材育成の基盤を拡大し、従来の免疲学の研究発表事

業を発展させ、免疫サマースクールや免疫ふしぎ未来の開催、SNSやYouTubeチャンネルによる発信等、一般市民
(園児から大人まで)への啓発事業を拡充した。また、学会のダイバーシティやジェンダーバランス改善に注力し、日

本の免疫学のプレゼンスを海外に示し、日独免疫ワークショップに代表される諸外国免疫学会との連携・交流・情報

交換を一層進めたJUIS2025を 中心とした海外関連学会での発表の補助・促進を継続して行うと同時に、海外から

の学会参加者受け入れの拡大も図つた。

2事業実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業実施に関する事項

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者
の人数

受益対象
者の範囲
及び人数

支出額

(千円)

①研究発表事業
学術集会の開催等によ
る免疫学に関する研究
発表事業

日本免疲学会学術集会を開催し、学術
研究の成果等の発表を行つた

12月 3日 ～5日 出島メッセ長崎 約30人

医療関係者
及び
一般市民

約2αЮ人

91,:49

②発行事業
免疫学に関する機関紙
及び論文図書等の発行
事業

免疫学に関するこュースレターや学術集会記
録及び Intemational immunolowを発行
した

ニュースレター

年2回 (10・ 4月 )

学術集会記録
年1回 (12月 )
int'!Inmunol.

年12回

法人事務所
及び
国内外の関係
学術団体事務所

約30人

医療関係者
及び
一般市民

*i3,6oo,/\

10,072

免疫学に興味を持つ若い人連を中心に

免疲学研究の楽しさ等を伝えるサマースクー

ルを実施した

8月 25日 ～28日
米子コンヘ
・ンション

センター
32人

一般市民

84名

3.919

広く一般市民を対象に、免疫学への理解
増進と本会の情報公開を図るため、研究
者による講漬、研究者との交流、研究内
容の展示、観察体験等をSNSや YouTube

動画等を活用し広く周知し、7月 に東京と
オンラインで、8月に米子で「免疫ふしぎ未
来」を実施した

7月 27:ヨ /

8月 25日

日本科学未来館

/

米子コンヘ
・
ンション

センター

約60人
一般市民

1,717人

3,316

生物科学連合の教育関連分科会による
「高等学校の生物教育における教育用語
集」作成に向けて、高校理科「生物基礎」
教科書の重要語の改

『

方針への対応を
行つた

通年

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

10人

全国の

高等学校の
生徒

約300万人

37

免疲学の進歩に寄与する独創的で顕著
な研究成果を発表し、なお将来の発展を
期待し得る学問的に優れた研究者に対し

学会賞(1名 )を選考・顕彰し、ヒト免疫研
究の推進を目指し、当腋分野で顕著な業
績を挙げた研究者に対しヒト免疲研究賞
(1名 )を与え、免疫学での顕著な業績・

貢献を挙げた女性研究者に対し女性免
疫研究者賞(:名 )を与え、免疫学分野に

おいて優れた研究をおこなつている若手
研究者に対し、研究奨励賞(5名 )をそれ
ぞれ与え、顕彰した

12月 3日 ～5日 出島メッセ長崎 9人

医療関係者
及び
一般市民

約2,∞0人

l,430

③普及啓発事業
公開市民講座の開催等
による免疫学の普及啓
発事業



③普及啓発事業
公開市民講座の開催等
による免疫学の普及啓
発事業

本会名誉会員であ
ちなんで、将来の日本の

免疫学を担う研究者の育成を推進するた
め、Tadamitsu KIshimoto lntemationai
Trave:Award、「きIまう」フ

°
ロシ■クトとして、

学会賞受賞者への「副賞」授与と、博士
課程大学院生への奨学金支援(免疲博
士課程学生支援「3年間支援」採択者5
名、「2年間支援」採択者3名 )を行い、ま
た、2022・ 2023・ 2024年度の学生支援採
択者には継続して奨学金を支給した

通年

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

26人

医療関係者
及び
一般市民

約 10.000人

105.546

本会名誉会員であ
 とその

夫人にちなんで、ursula and Fttz
Melchers Travel Awardを 設けて、国内
の大学、研究所で免疫学研究に励んで
いる大学院生および研究生が日本免疫
学会学術集会に参加して発表する際の
国内旅費、参加費の一部を援助した

12月 4日 出島メッセ長崎 11人

医療関係者
及び
一般市民

約 1.5()(〕人

156

国際的に免疫学の最新トピックスを広く会
員及び一般市民に紹介するために、
RIKEN IMS― JSI[〕ternatiOnal Symposium

on:mmunolo″ 2025を理化学研究所生
命医科学研究センタくlMS)と共催で開催し
た

6月 26日 ～27日
伊藤謝思ホール

(東京大学)

8人

医療関係者
及び
一般市民

約400人

1,490

着手免疫学研究者による独創的で先端
的な研究をサポートするため、日本へ

・
外ン・

ディッキンソン株式会社と共同し、若手免疫
学研究支援事業を実施し、採択者の選
考を行つた

通年

法人事務所
及び
国内外の関係
学術団体事務所

8人

医療関係者
及び
一般市民

約2.000人

1

若手女性免疲学研究者による独創的で
先端的な研究をサホ

・―卜するため、トミーデブ
タル イゞオロブー株式会社と共同し、若手女
性研究者研究支援事業を実施し、採択
者の選考を行つた

通年

法人事務所
及び
国内外の関係
学術団体事務所

8人

医療関係者
及び
一般市民

約2∞0人

18

学会のシ
・エンタ
・―′ヽ・ランス改善、若1手のキャリア

支援のために、学会として出来ることを
模素・検討を行い、「若手フォーラム(子育
て、キ刊アについて若手研究者と語る
会)・ (共に語る研究者キャリアの道)」の開
催を支援した

通年

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

8人

医療関係者
及び
一般市民

*12.000,/\

100

学術集会と連携した若手向けのプログラム
や、Zoomに よるオンライン勉強会を企画・開
催し、サテライトワークショップの開催を支援した

通年

法人事務所
及び
オンライン開催
(Zoom)

7人

医療関係者
及び
一般市民

約2,000人

102

「基礎」と「臨床」の交流を図り、学会同士
の連携強化のため、日本臨床免疫学会
との合同Webセミナーを開催した

2月 8日
オンライン開催

(Zoom)
8人

医療関係者
及び
一般市民

約2.0∞人

129

アシ
・
ア・オセアニア地域より、第53回 日本免疲
学会学術集会へ参加する筆頭発表者
へ、日MSA助成として旅費の一部を援助
した

12月 3日 ～5日 出島メッセ長崎 9人

医療関係者
及び
一般市民

100人

300



:U:S主催の第19回国際免疲学会議に参
加する、演題提出者(筆頭著者)及びシン
ホ・ブウム・ワークショップの演者の、旅費・宿泊
費・多加登録費の一部を援助した

1月 15日 ～16日
Vienna
AustriE

7人

医療関係者
及び
一般市民

約2.000人

3,003

ドイツ免疲学会との更なる交流を深めるた
め、日独免疫ワールョップ2024を開催した

11月 29日 ～

12月 1日
東大寺総合文化
センター

7人

医療関係者
及び
一般市民

約100人

1,695

④協力活動事業
国内外の関係学術団体
との連絡ならびに協力
活動事業

国内外の免疫学に関連する関係学術団

体との情報交換を行い、協力関係を構築
した

通年

法人事務所
及び
国内外の関係
学術団体事務所

7人

医療関係者
及び
一般市民

約4.0∞人

5,197

⑤情報提供事業
wobサイト等を通じての免
疫学に関する情報提供
事業

広く市民に対して、免疲学及び関連分野
の情報をwebサイト等を通じて情報提供を
した

通年

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

16人

医療関係者
及び
一般市民

約10,αЮ人

63



[事業年度の表記について]

当法人では事業年度を「10月 1日 から翌年 9月 30日 」としていることから、設立当初

から事業年度の表記を期首時点での年ではなく、その翌年の表記で取り扱っております。

以前にお電話にてご相談させていただいたところ、事業報告書類に記載する年度の表記

は、期首の年ではなくてもその旨の説明を添えて提出をすれば可とのご回答を頂戴してお

りましたため (例年受理していただいております)、 本事業報告書類に記載の年度表記につ

きましては、「2025年度」と記載しております。



2025年度 活動計算書

2024年 10月 1日 から2025年 9月 30日 まで

生定±■[■■:置」と人_」:L」L免疫主会

(単位:円 )

科 日 金 額

11罵

]』』管‐1曇金彙彗費
2受

|:i::言 li:婁
。
=取寄付金

:秒
鼈楊儘]

(5)webサイト等を通してのフ̈´

6その他収益
受取利息

雑収入

経常収益計

Π 経常費用
1事業費
(1)人 件費

給与手当

通勤費
法定福利費

福利厚生費

人件費計

(2)その他経費

賃借料

業務委託費

印刷製本費

通信運搬費

消耗品費

旅費交通費

会議費

会場費

機材備品費

保険料
広告宣伝費

水道光熱費
支払手数料
議会費

支払寄付金

賞金
退職給付引当金繰入

その他経費計

事業費計

2管理費
(1)人件費

給与手当

通勤費

法定福利■

福利厚生費
人件費計

(2)その他経費

賃借科
業務委託費

印刷製本費

通信運臓費

消耗品費

旅費交通費

会議費
水道光熱費
支払手数料
租税公課
諸会費
雑費
退職給付引当金繰入
貸倒償却
その他経費計
管理費計
経常費用計
当期正味財産増加額
前期繰越正味財産額
次期繰超正味財産額

98,000

94,000 192,000

29.673.000

103.182.865

17,285,963

91.640.349

231.644

242,205,821

248.064.759

27.169,000

1.274,(】 DO

l,230,CX)0

103,182,865

17.285,963

75,2∞ ,0(0

14.096.349

2,034,000

0

220,000

8.796

222.848

16.526,725

535.475

2,175.961

45 546

18,283,706

1,677.075

24,785,966

4.529.871

1,606.791

1,201,400

35,728,368

12.721.052

17.448.765

11.806,371

104.839

442.420

118,330

247.929

3.971.330

79,5(Ю ,α)0

12,580,242

968,637

227.723.092

20.341.667

209,439,386

7.664,715

233.685

1,174,872

22.062

9.095.334

1.006.245

3,802,889

285.762

690.598

41,261

379,088

43.716

70,999

859.523

3.396,700

229.450

61.919
581.183
297.0(X)

11.246.333

△ 5,858,938
235.619.407
229,760.469



2025年度 貸借対照表

2025年9月 30日 現在

生農粗墾壁璽壁込_塵踵餞整全
(単位 :円 )

科
日

【

I 資産の部

1流動資産
現金預金
前払費用
未収入金

流動資産合計

2固定資産
工具器具備品
電話加入権
出資金
長期前払費用
差入保証金

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1流動負債
未払金
預り金
前受金
法人税等充当金
未払消費税

流動負債合計

2固定負債
退職給付引当金

固定負債合計

負債合計
Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産
当期正味財産増加額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

253,773,6()6

401,704

901,000

255 076 310

l 017 401

11 156 522

26 333 242

l

10,000

10,000

63,200

934 200

729,244

2,005,080

6,786,898

70,000

1,565,300

15 176 720

15,176,720

235,619,407
▲ 5,858,938

229,760,469

256.093.711



2025年度 計算書類の注記

1.重要な会計方針

生農左自Ш醒盤型塁旦型極輩全

円 )

円 )

計算書類の作成は、NPO法人会計基準(2010年 7月 20日 2011年 11月 20日 一部改正
NPO法人会計基準協議会)によっております。

(1)固定資産の減価償却の方法
①有形固定資産の減価償却は定率法を採用しております。
②無形固定資産の減価償却は定額法を採用しております。

(2)引 当金の計上基準
退職給付引当金は従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に

基づき当期末に発生していると認められる金額を計上しております。
なお、退職給付債務は期末自己都合要支給額に基づいて計算しております。

(3)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式を採用しております。

2.事業費の内訳
別紙

3.使途等が制約された寄付金等の内訳
使途等が制約された寄付金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は229,760,469円 ですが、そのうち2,610,315円 は、下記のように使途が特定

されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は227,150,154円 です。

4.固定資産の増減内訳

期末残高 備考期首残高 当期増加額 当期減少額内容

156,300 2,610,3152,766,615

156.300 2.610.315

翌期以降使用

予定

2.766.615合計

Ursula & Fritz Melchers Travel

減価償却累計額期首取得価額 取得 減少 期末取得価額科 目

1

0

10,000

10,000

63,200

934,200

788,400

202,500

10,000

10,000

63,200

934,200

788,399

202.500

0

0

0

0

工具器具備品
ソフトウェア

電話加入権

出資金

長期前払費用

差入保証金

788,400

202,500

10,000

10,000

255,296

934,200

63.200 255.296 2.008.300 990.899 1.017.401合 計 2.200.396

購しご日[7i正ヨ





2025年度 財産目録

2025‐年9月 30日 1見在

生塵 畳麹盟』止△」」重量皇会

(単位 i円 )

科 E

I 資産の部

1置勁資産
現全裸金
,全

=通
預金 ゆうちょ銀行

=通
預金 ゆうちょ晨行/キけ奎
,通預金 みずI=盤行 九段支店

=遍
預金 みずI=銀行 九晨文店/第

“

回
書題預金 三井住友僣蔵銀行 ホ店営輿

“
薔通預金 三井住友銀行 所沢支店/寄付金

=通
預金 三井住友銀行 所沢支店/i.:.
薔通預金 中′椰信用ユ合 三薔町支店
彗燿預金 うそ′凛 綺 秋彙原支店
薔通預金 崚南信用金庫 た段支店

=●
預金 三菱ORI晨行 夕彙原駅的支店
籠 預金 興産信用全庫 秋葉原文店
定期預金 みずI=銀行 九晨支店
t期預金 三井住友債籠銀行 本店営業部
定期預金 三井住友銀行 所沢支店
定期預金 中′郷信用■合 三崎町支店
定期預金 ,そな銀行 秋筆原支店
定期預金 繊自信用奎庫 九段支店
定期預金 興産信用全庫 秋葉暉支店
定湖預金 三菱uFi銀行 秋集原駅前支店
前払費用 サーパー利用,
前払費用 第工回学術彙会
未収入金 田催勁虜金
未収入金 クレジクト決済大会金
余収入金 タレジット決済会費
未収入金 出晨費用

流動資産合計2鼈
綺術集会

固定資産合計

資産合計
Π 負債の部

1流動負債
未払金 T調 ïsu●shmoto lnLTravel Awrd
未払金 公開市民講座
未払金 従業員健康診断料
預り金 源泉所得税
前受金 参加登録料
前受金 大会広告掲載料
前受金 受取助成金
法人税等充当金
未払消費税

流動負債合計

2固定負債
退職給付引当金

固定負債合計

皿負債合計

前期繰越正味財産
当期正味財産増加額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

13,572

80,655,581

3,481,651

25,813,475

6.703.642

91,533

6,286,050
9,493,230
21,815

49,907

1,809

41,146,832

14,509

10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

30,000
371,704
600,000
10,000
251,000
40,000

1

10,000

10,000

63,200

300,000
396,000
33,244

2,005,080

4.686,000

517,000
1,583,898
70,000

1,565,300

15 176 720

255.076.310

1.017.401

11.156.522

15.176.720

235.619,407
▲ 5.858.938

229,760.469

256.093.711



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2025年度 年間役員名簿 m事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所エ
びにこれらの者についての前事業年度における■日の有無を記載したら簿)

特定非営利活動法人旦杢生菫生会

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1 ・監事

タケグ キヨン 令和6年 10月 1日

令和7年9月 30日

年 月

月

日

日年竹田 潔

2 監事

令和6年 10月 1日

令和6年 12月 31日

年

年

月

月

日

日黒峙 知博

3
監事理 事

ヤマすキ ンヨウ 令和6年 10月 1日

令和7年 9月 30日

年:   月   日

年:   月   日山時 晶

4 監事

力′ヾン｀́  ケシン 令和6年 10月 1日

令和6年 12月 31日

年 月

月

日

日年椛島 健治

5 監事

カワモト ヒロン 令和6年 10月 1日

令和6年 12月 31日

年  月  日

年  月  日河本 宏

6 ・監事

タマノユウ アツン 令和6年 10月 1日

令和6年 12月 31日

年 月

月

日

日年熊ノ郷 淳

7 監事

ンブヤ アキラ 令和6年 10月 1日

令和6年 12月 31日

年  月  日

年 月 日澁谷 彰

8
監事

タカヤナギ ヒロン

高柳 広

令和6年 10月 1日

令和6年 12月 31日

年  月 日

日年 月

9 ・監事

タクウチ オサム

竹内 理

令和6年 10月 1日

令和7年 9月 30日

年  月  日

年:   月   日

10 ・監事

ミヤク サチコ 令和6年 10月 1日

令和6年 12月 31日

年  月  日

年  月  日三宅 幸子

理事

理事



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

11 ・監事

アラセ  ヒサン

荒瀬 尚

令和6年 10月 1日

令和7年 9月 30日

年 月

月

日

日年

12 ・監事

インイ ケン

石井 健

令和6年 10月 1日

令和7年 9月 30日

年  月  日

年  月  日

13 監事

オオテキ トンアキ

樗木 俊聡

令和6年 10月 1日

令和7年 9月 30日

年 月

月

日

日年

14 ・監事

オオノ ヒロン

大野 博司

令和6年 10月 1日

令和7年 9月 30日

年

年

月

月

日

日

15 ・監事

ンブヤ カズコ

澁谷 和子

令和6年 10月 1日

令和7年 9月 30日

年  月  日

年 月 日

16 ・監事

ン´クラ レイコ

新蔵 礼子
 

令和6年 10月 1日

令和7年 9月 30日

年 月

月

日

日年

17 ・監事

オヵイ タカ′ヽル

岡田 峰陽

令和6年 10月 1日

令和6年 12月 31日

年  月  日

年 月 日

18 理 事

ィヮタラ ョウイチ つウ

岩倉 洋一郎

令和6年 10月 1日

令和6年 12月 31日

年 月

月

日

日年

19 理事

コ ヤス ンゲオ

小安 重夫

令和6年 10月 1日

令和6年 12月 31日

年 月

月

日

日年

20 監事

石井 優

令和7年 1月 1日

令和 7年 9月 30日

年  月  日

年  月  日

21 監事理事

フリマチ ノリコ

反町 典子

令和7年 1月 1日

令和7年 9月 30日

年  月  日

年  月  日

22 監事

セ コウジ 令和7年 1月 1日

令和7年 9月 30日

年  月  日

年  月  日長谷 耕二

23 監事

ホリ ン」ウ́ イヽ

堀 昌平

令和7年 1月 1日

令和7年 9月 30日

年  月  日

年  月  日

24 監 事

ミヤウ ケンスケ

宅 健介

令和7年 1月 1日

令和7年9月 30日

年  月  日

年  月  日

25 理 事 監事

ヤストモ コウジ 令和7年 1月 1日

令和7年9月 30日

年  月  日

年  月  日安友 康二

理 事

理 事
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26 理 事
黒峙 知博

令和7年 1月 1日

令和7年 9月 30日

年   月    日

年   月  日

27

|

|

|

|

|

|

ヨンムラ アキヒコ

 
理事

吉村 昭彦

令和7年 1月 1日

令和7年 9月 30日

年  月  日

年:   月   日



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 日本免疲学会

氏   名

1 菅村 和夫

2 審良 静男

3 稲葉 カヨ

4 宮坂 昌之

5 鳥山

6 清野  宏

7 熊ノ郷 淳

8 黒崎 知博

9 坂口 志文

10 竹田  潔




